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ヌスット広場に到着。広場では、多くの人たちが露店を開き、いろいろな物を売っていた。
でも、いつまでも道草を食ってるわけにはいかない。ぼくは露店商を1人捕まえて、トンチ
キさんに会わせてもらえるように頼んだ。
「なに、親分に会いたい?よし、合言葉が言えたら会わせてやろう。『山』?」
えーと、えーと、なんて答えればよかったんだっけ……。
●アにチェックがあれば315へ●なければ1
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左へ折れ、舗装されていない、むきだしの土の道をまっすぐ進む。しばらく行くと、大き
な土の山に行く手を阻まれた。しょうがないからもどろうと、Uターンしたぽく。
「待たれよ!」威勢のいい声がしたのは、そのとき!驚いて山の方を見ると、サイコロの
ような体にシルクハットをかぶった、妙な形のモンスターが、ステッキを振りまわしている。
「私は浮気なダイス。逃げずに、正々堂々と戦いなさい!」そいつは、ぽくにそう叫ぶ。
「別に逃げやしなけどさ……浮気なダイスって、なんで浮気なの?
「それは……ええいっ!そんなことを説明している暇はないっ!行くぞ!」
浮気なダイスは、土の山から身軽に地面に降り立ち、飛びかかってきた!

